令和６年度 実務講習会の実施計画
１　目　的

令和６年度事業計画に基づき協会会員及び消防行政機関等を対象に、実務に即した講習会を実施することにより、消防用設備等の設置及び維持管理の適正化並びに保守体制の強化を図り、業務の円滑な推進に資することを目的とする。
２　実施日時

令和６年１１月２２日（金）１３時００分～１６時１０分
３　実施場所（講習会場）
広島市中区千田町三丁目７番４７号　広島県情報プラザ 地下 多目的ホール
４　定　員（講習会場）

１００名
５　受講対象者

 広島県消防設備協会会員、広島県内消防局・本部予防課職員

６　講習内容
	時　 間
	講　習　科　目
	講 師 等

	12:30～13:00
	受 付
	

	13:00～13:05
（5分）
	オリエンテーション
	協会職員

	13:05～13:10
（5分）
	理事長挨拶
	

	13:10～13:40

（30分）
	表示登録会員の責務と点検ラベルの貼付状況調査結果について
	協会職員

	13:40〜14:10
(30分）
	二酸化炭素消火設備の法令改正について
	ヤマトプロテック㈱
中国支店　松阪 秀雄

	14:10～14:30
（20分）
	防災物品の展示
	広島県消防施設業協会

	14:30～14:40
（10分）
	休　憩
	

	14:40～15:10
 (30分）
	新型Ｐ型受信機、新型感知器について
	能美防災㈱
中国支社　常重 敏康

	15:10～15:40
(30分）
	「ＡＲを使用した初期消火訓練システム」
「これまでの常識を超えた新型エアージャッキ」について
	㈱初田製作所
広島支店　村井 詠一

	15:40～16:10（30分）
	自動火災報知設備の更新について
	ホーチキ㈱
中国支社　青木 大輔

	16:10～
	閉 会
	協会職員


７　受講費用
無料
